
区分 テーマ 地域課題の概要

②ＩＣＴ環境の整
備・有効活用

行政情報の利活用の推進

・民間企業等がどのような情報を必要としているか把
握が十分でない。
・公表しているオープンデータを民間企業等がどの程
度活用しているか把握できていない。

市町名

大竹市

東広島市

江田島市

海田町

熊野町

坂町

世羅町

岩国市

周防大島町

和木町

上関町

田布施町

浜田市

飯南町

広島広域都市圏においてオープンデータを取得し活用している民間団体等がどの程度いるのか、また必要と
されているオープンデータの種別などを調査していただきたい。

圏域内の企業・団体に対するアンケート調査やヒアリングを実施し、行政情報の活用ニーズを把握するとと
もに、民間企業等がデータを活用しやすくするための課題を整理していただきたい。

民間企業等のニーズをつかめておらず、行政情報の利活用が進んでいないため、まずは民間のニーズ把握等
に取り組んでいただきたい。

民間企業等が行政に期待するサポート等のニーズ把握方法について助言をいただきたい。

行政情報の活用についてニーズの把握ができていないため、そのための取組を検討していただきたい。

ICTを活用した高齢者への情報伝達方法を懸念している。高齢化の町においても有効的にICTを活用した行政
情報を伝達する仕組みを検討していただきたい。

オープンデータを活用して、住民の生活利便性向上や、福祉の充実に資する取組を検討していただきたい。

オープンデータの公開等を行っているが、周知が足らないためか現状として民間の方の利用状況は少ない。
行政情報のニーズ調査の実施、行政が公開すべき情報や効果的な公開の方法を検討していただきたい。

情報発信やデータ整備の方針に役立てるため、地域の民間企業の情報ニーズを把握するための取組を検討し
ていただきたい。

EBPMを推進したいが、町が持つ情報（データ）を庁内外で如何に活用できるか研究が出来ていない。
地元企業または住民がどういった情報（データ）を求めているか、行政が持つデータはどのような活用が見
込まれるかについて調査を行い、その結果を元に課題解決に資する手段の実現または提案を行っていただき
たい。

民間企業等のニーズをつかめておらず、オープンデータとして人口等のデータを公開しているが、利活用さ
れているのか把握できていない。どのようなオープンデータが求められているのか検討していただきたい。

広島広域都市圏地域貢献人材育成支援事業

＜圏域内の市町が抱える地域課題や大学・高校等に期待する取組＞

大学・高校等に期待する取組

オープンデータを作成、公開することへの理解を得るのが難しいため、オープンデータを活用した研究や授
業への活用による事例等でオープンデータの必要性を内外に訴えるような取組を期待する。

「学生の研究に〇〇情報（データ）がオープンになっていたら」とか「起業するなら〇〇情報（データ）が
必要なのでオープンにしてほしい」のようなオープンデータの研究（検討）をしていただきたい。

民間企業等が必要とする情報、活用方法や官民の連携方法を検討していただきたい。
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